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※旅行日程  【現地集合・解散】
8月26日（金）
12：05　
（関空発のチェジュ航空7C1351便の到着時刻）

【集合】
  釜山空港到着ロビー
　空港から密陽へ　タクシーにて
　密陽百中ノリ観覧
　懇親会
　密陽から釜山へ　鉄道にて
　釜山泊　東横イン釜山駅１
8月27日（土）
　朝食　東横イン釜山駅１
【解散】

※旅行条件
■旅行代金：　２８,０００円　（2名1室利用）
　一人部屋追加料金　４,０００円
（この旅行は、現地集合・現地解散のツアーです。）

■旅行代金に含まれる費用
旅行日程に記載した次の費用は旅行代金に含まれます。

宿泊料金(１泊分、二人部屋二人利用）、釜山/密陽往復の交通手段、タクシー代、鉄道費用、8/27の朝食、
村山一兵氏同行費用、密陽百中ノリ保存会に寄贈する記念品代金。
■旅程管理：添乗員は同行しません。現地係員がご案内します。
■最少催行人員：１名　【催行保証】
■旅行代金に含まれない費用

・集合地点の釜山までの往復航空運賃・空港税等（参考情報 7月20日現在、29,190円　関空発着）

（航空運賃は予約状況によって変動します。）
・8/26昼食、夕食（その都度実費をお支払いください）

・海外旅行保険料、参加者にはご希望の旅行保険に加入してく　　

　ださい。（旅行代金と併せてお支払いください）。
呼びかけ：「密陽百中ノリ」ファンクラブ
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　「祭り」とは、本来は地（じ）の人のための、地の人によるものでありましょう。が、日本ではそのことがすっかり忘れ去られてしまいました。「祭り」の原点に立ち戻って、百中ノリに密やかに立ち会わせていただこうではありませんか！！さあ、今年もご一緒いたしましょう！！
　　　　密陽百中ノリファンクラブ代表
　　　　中山一郎（元大阪芸術大学教授）
　密陽百中ノリファンクラブは、「密陽アリラン祭を訪ねる旅」に参加した一行が初めて密陽百中ノリ保存会と交流した2007年5月に結成されました。

 

いざ、「農者天下之大本」の幟の下へ
百中ノリは昔から続く稲刈り前の農民の遊びです。農民は生きるために大地を耕し、収穫を前にして豊作を祈る祭りに集い遊んだのです。私たちは韓国の各地で「演奏」と「演舞」だけになったサムルノリ（四つの楽器による農楽）を見てきました。密陽百中ノリに出会うまでサムルノリはこんなもんだと思っていました。農楽はいつのまにか「遊び」であることを忘れて観客を意識した「演舞」になってしまったのかもしれません。

百中ノリは違います。生活道具で作った楽器、綱引き、力自慢まで登場する農民の遊びが続きます。遊びだから気取ったところがありません。百中ノリには密陽の土の匂いが染みついています。

 

地の人による、地の人のための祭り
二十四節句のひとつである「百中」のころに虫追いの行事として催されるのが百中ノリです。韓国の祭りは土壇場まで、なにもかも決まらず、土壇場でなにもかもが決まります。百中ノリは「見せるための祭り」で
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はなく「地の人のための祭り」です。だから、自分たちの都合で、自分たちの流れで決めるのは当たり前のこと。
　祭りの準備に、本番に、後片付けに、朝から晩まで大活躍の保存会の面々には、お疲れのところ申し訳ございません。ご苦労をねぎらうといいながら、さらに交流の宴に夜遅くまで付き合わすのは、日本流に言えばご遠慮すべきところでしょう。しかし、そこは郷に入れば郷に従え、という便利な理屈で、これも恒例となった交流会に私たちは遠慮なく突入します。ファンクラブは、この宴会のために、毎年、毎年懲りることなく玄界灘を越えてはるばる密陽まで足を運んでいるのです。密陽とはなんだか一生の付き合いになりそうです。
通訳は、村山一兵さん
私たちの密陽への行程に村山一兵さんが同行し、通訳を担当していただくことになりました。村山さんは、日本軍「慰安婦」が暮らすナヌムの家のスタッフとして５年間ハルモニ達と寝食を共にしてきました。その後、ナヌムの家を離れ、今は釜山で外国人労働者を支援する活動にたずさわっています。

村山さんの近著『「ナヌムの家」にくらし、学んで』村山一兵、石川康宏ゼミナール共著（日本機関紙出版センター）では、報道で触れる「怒り、告発する」ハルモニ達の顔ではなく、長い人生を生きて老境に至るハルモニ達の姿を村山さんが自然体で語っています。お時間があれば、旅行の前に、ご一読をおすすめします。
